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2年スキー学習2年スキー学習 in志賀高原in志賀高原
２月15日(火)～18日(金)の4日間にわたり、２年生が自然体験学習(スキー学習)

を実施しました。「30th Anniversary 自然の雄大さと厳しさを知り、最高の思
い出という軌跡を残そう！」のスローガンのもと、３学期当初から実行委員会を
中心に取組が行われてきました。全員が何かの役割を受け持ち、スローガン通り
の最高の思い出づくりに学年全員が一つになって準備したおかげで、素晴らしい
スキー学習となりました。みなさんの頑張りのおかげか、天候まで味方になり、
最終日以外は最高のコンディションの中で滑ることができました。３日目にはツ
アーに出かけ、いくつものリフトやゴンドラを乗り継ぎ、標高2000mの山頂か
らの景色を堪能し、その後、宿舎まで数キロに及ぶコースを軽快に滑り降りると
いう経験をし、大自然の素晴らしさを味わうことができました。このスキー学習
で学んだことを生かし、ますます学校生活に意欲的に取り組み、素晴らしい３年
生となって東城陽中学校をリードしてくれることを期待しています。

スキー学習を終えてスキー学習を終えて
○ みんなの力でスキー学習を成功させたことは大きな自信になると思うし、これからの学校
生活にも生かして行きたい。来年からはいよいよ最高学年。ウチらが行事の中心で一人一
人がリーダーになる。今回学んだことを一人一人が生かしていけたらいいと思う。（Oさん）

○この学習で学んだこと、課題などをいかして3年生も頑張っていきたい。実行委員さんや
班長さんなど、みんな本当にありがとうございました。お疲れ様でした。（Aさん）

○ スキー学習を通して、自分のことだけでなく、人のことも考えて行動することを学びまし
た。みんなと、さらに仲良くなれたのかなと思いました。すんごく楽しかったです。（Iさん）

○ 集団行動では一人が自己中心的な行動をとったり、無責任になったりしたら周りに迷惑が
かかるので、一人一人が行動に責任を持たないといけないと改めてわかった。（Tさん）

1 火 あいさつｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 3年生給食終了
2 水 期末テスト①
3 木 期末テスト②
4 金 期末テスト③ ◆公立高校一般選抜
5 土
6 日
7 月
8 火 PTA「ようこそ先生」
9 水 ３年生を送る会
10 木 卒業式予行・準備
11 金 第３０回卒業証書授与式
12 土
13 日
14 月
15 火
16 水 ◆公立高校合格発表
17 木 給食終了
18 金 午前中授業
19 土
20 日
21 月 春分の日
22 火 午前中授業
23 水 午前中授業
24 木 平成22年度修了式
25 金
26 土
27 日
28 月
29 火
30 水
31 木

平成2３年度
4/１(金)離任式 10:30~
4/７(木)始業式
4/８(金)入学式

6年生体験入学実施
２月３日（木）に次年度入学予定の深谷

・久世両小学校の児童が本校へ体験入学に
きてくれました。あわただしい日程でした
が学校説明や授業体験、部活体験を通して
中学校の雰囲気を感じ取ってくれました。
入学準備は着々と進んでいます。

受 賞 お め で と う！！
第３３回京都府民総合体育大会 市町村対抗駅伝競走

【城陽市代表】市町村対抗の部 松下惇平 増田佳那
市町村ﾁｬﾚﾝｼﾞの部 三藤裕人

第 ４回アートグランプリinSAKAI（全国中学校美術部作品展）
【入 選】 柴田樹里 吉門新菜 緒方彩加 団野華保 国府田 佳奈

岡野早智 阿部令奈 上村悠莉 橋本敦子 内富まりあ 岩崎 奏

第２８回京都木津川マラソン大会
【第２位】 ５Km男子中学生 三藤裕人 【第３位】３Km女子中学生 増田佳那

第21回くみやまマラソン大会
【第１位】 ３Km男子中学生 松下惇平
【第５位】 ５Km女子中学生 山本あずみ 【第６位】３Km女子中学生 増田佳那

えー、そうなんだ！わかった！！えー、そうなんだ！わかった！！

１年生 理科京大出前授業１年生 理科京大出前授業
２月１５日（火）と２２日（火）の２日間に

分けて、京都大学から准教授の先生と学生の
方々をお迎えして「火山噴火のしくみ」につ
いての出前授業をしていただきました。

【不審者に注意】
◆昨年度末より、城陽市内では登下校中の女子児童や生徒を狙って車から

の声かけや携帯電話による盗撮、スタンガンを使った荒手の犯行、今年
に入っても電話番号の聞き出し等の不審者情報が寄せられています。

◆未然防止として複数で登下校をする（休日の部活動への参加時や塾帰り
も同じ）、被害に遭わないようにできるだけ大きな通りを通る、暗いとこ
ろは避けるようにする。

◆もし、被害に遭ったら大声を出して逃げる、近くの家に駆け込む、警察


